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19世紀後半におけるフィリピン糖業の発展
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（よじ めに

本稿は， 19世紀後半におけるフ{l)ピン柄業に

ついて，ネグロス島の甘疾アシェン!/(hacienda) 

直 l:）経常を中心に拷察することをその主姐とす

る。

フィリピ ンは， 1834年のマニラ間池を契機に貨

本主義世界釘従属的農業国として再輯成された

が，その糖業発展につ 19'ては，むしろ1855年のイロ

イロ港開準の方か大きな意味をもつ。同池間港後

ネグロス島にアシェンダが形成され，貨労働者肛

用を基調とする経営か成立したからてあるり12)() 

ネグロス島は19世紀末までにフィリピン第 1の産

糖地域となり，竺0世紀前半のアメリカ柏民地時代

はもちろん，独立後においてもフ f リピン粕業り）

叫代に位似している。したかって策者は，ネクロ

ス島の甘煎アンエンダ経常に注日し→つづ19世紀後

半のフィリピン糖業を若察することか，先進諸l月

経済の一環：こ糾み込主れたフィリピン糖業の発屎

形態を珂論的に把脚する第—歩となり，また低間

発諸国の殷業における資本主義発屎(1)ー形態とし
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てフィリピン糖業を位置づけるための予備的作業

になると期待するものである。

ところで本稿では， 19世紀後半のフィリビン糖

業，なかんずくネグロス島の糖業発展の画期を

1855年から1909年までと設定する。それは以下の

ような理由による。

19枇紀後半にフィリピンで生産された砂糖は含

蜜糖であるが，20世紀に入り，フィリピン経済がア

メリカ統治下に再編されていく過程で，糖業の近

代化か促進され含蜜糖生産は徐々に分蜜糖生産に

切り換えられた。この対米従属的糖業発展の実質

的契機をなすものとして， 1909年におけるペイン

・オルドリ、、1チ関税法 (Payne-AldrichTariff Act) 

の制定があげられる。同関税法によって制限付で

はあるがフィリピン糖の対米無関税輸出が実現さ

れ，フィリピン各地で近代的製朝工場が設立され

ていったば3）。ここに，筆者が19枇紀後半におけ

るフィリピン糖業の形成過程を20冊紀の糖業の前

史として考察し，その画期を1855年のイロイロ港

開池から1909年のペイン・オルドリ、ノチ関税法制

定までとする所以がある。

さeここで内外の研究状況を概観すると，フィ

リピン糖業の研究は主として20世紀アメリカ統治

期以後をその対象としてきたことがわかる。且1本

の諸論文では19世紀後半について若干衿察され，

20世紀の糖業が輸出・経営形態の側面から分析さ



Ⅰ 19世紀後半におけるフィリピン糖輸出の推移
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れている心I•4\。他方，海外では最近フィリピン糖

業史の概説書（注 5)が刊行され，ょうやく研究の端

緒についたというところである。ところがネグロ

ス島にrlIしては，最近7 {［)ピン人歴史学昔L.

バウソン（［心lieE. Bauz、on)によって甘庶アンエン

ダ成立史の本格的な研究が進められている。現在

その動向が伝えられているとはいえ（注6)，著作は

未刊であり，竺者は本稿執筆にあたって同氏の成

果を十分摂取することはできなかった。そこで本

稿では，筆者が入手し得た限りの史資料に依処し，

19世紀後半のネグロス島における廿燕アンエンダ

の成立過程と経営形態の特質について，そ (l)概略

を論ずるものである。

（注1) haciendaはスペイン語で， t-．地所有と経営

形態のI’J概脅だ含む言非ごあ＇ 9, これに中1‘にする英語

に邸tateがわる。 19世脊已―・’ィ）ピンの haciendaの規

模にはJtり加り『）T-と異があり， こ9)，範囲は約 10(）ィ一、ククー

ルから数万ヘクタールにまで及んだ（ネグロス島につ

しヽ ては後述）。ただし， フィリピン研究におし、てhaci-

enda、口慨：‘!＇十分確定 "llー＇lヽない。 l}・ガ て本

稿では， 史'ttrlのなかで haciendaと呼i「れる場合，

または筆者がそうであると確定でぎる大規模な農場

（＝大規模な所有地）を haciendaとL', それ以外の場

合は単に農場（＝所有地）とす7:,。なお現代フィリヒ°

ンの haciendaはl1本語て「ハ，エンダ」 Lよ出され

る場合か夕，・バ，ピリビノ詞1、9-＇ま asyenda 1:し、う目

葉があることから (Panganiban,J. V., Diksyunaryo-

Tesauro Pilipino-lngles, Quezon City, Manlapaz 

Publishing Cn., 1973, p. 80)，本稿では「ー．../~,，ノダ」

と表記すごア― lにした。 ... 
（注 2) ．上げでは，資木・賃労働関係が某本的牛産

関係として成立した経営形態を資本主義的経営と位置

づける。ただし，憎者がここで資本主義的経営の成立

およびつ ，IIェ＇はを問題 I、’.1る芍図は， フ1') Iこ'/糖業

におけら丘4、I義発展をぞし，）伝統的社会｝）＇釘笞過程と

の関連で把握し， 19世紀後半と20世紀フィリビン納業

との結節点を見出すことにある。

（注 3) 滝川勉編『フィリピンの糖業』アジア経済

研究所 ］96(i'1 8ペーノ。ネグロス島↓・ it1912年に

近代的工且；；ヵ設立されt。

19世紀楼半におけるソィリピン糖業J)発展

（注4) 日本貿見研究所「比律径0)糖業」（『杷業よ

り見たる広域経済の研究』粟田書店 1944年）；馬場

啓之助編『世界の砂粧 Iーフィリピンの砂糖』農林水

産性向上会議 1959年；滝）l|編 前掲因。

(il: 5) Quirino, C., History of the Philij,J,ine 

嘉 garIndustry, Manila, Kalayaan Publishing Co., 

1974. 

（注6) Bauzon, L. E., " Rural History, Land 

Tenure and the Negros Hacienda Complex: Some 

Preliminary Notes," PSSC Social Science Infor-

111ation, Vol. l, No. 3 (Jan. 1974) 

I 19世紀後半におけるフィリヒ゜ン糖

輸出の推移

スペインの植民地フィリヒ゜ンは1834年のマニラ

開港を契機に，イギリスを先頭とする当時の資本

主義世界の従属的農業国として再編成された。同

港間港後， 185(｝年代から1870年代にかけて，ビサ

ヤ地方， ミンダナオ島の諸港が次々に開港され，

この結果フィリヒ゜ンではイギリス綿製品の輸入が

増加する一方，砂糖，マニラ麻，タバコ等の農産

物輸出が発展したのであるぼ 1)。

第 1図によって砂糖輸出の推移をみると，輸出

閲よ1850年代～70年代， 1880年代～90年代， 1900

年代のおよそ三つの時期に異なるバターンで変化

したことがわかる。砂糖輸出量は1850年代～70年

代に 2~3万トンから10万トン台へと順調に増加

し1880~81年をへて1890年代にいたると10万トン

台から20万トン台の間を大きく波動した（本稿で用

いるトンはすべてロング・トン）。そして1893年には

19世紀後半の最大輸出量26万2000トンを記録し，

その結果40余年間に輸出量は1し倍に増加したので

ある。ところが1899~1901年になると輸出量はフ

ィリヒ゜ン革命(1896~1902年）の影響を受けて激減

し， 1901年に―ド限の5万2000トンを記録，その後次

第に回復するものの1908年に14万トン台に達した
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第 1図 砂柿の総輸出昆とこi要仕向け国別輸出贔 (1849~1914年）
了」 t9ング・トン
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（出所） 1849-1911年： Geerligs,I-I., The 1Vorld's Cane Sugar Ind,ヽstry,Altrincham, Norman Roger, 1912, 

pp. 104-105.ただし， 1850~54年］855~59年は各年の平均値。

1912-14年： Censusof th('Philippine Islands; Taken under the Direction of the Philippine Legislature 

i11 the Year 1918, Manila, Bureau of Printing, 1920-21, Vol. 4, Part 2, p. 7lfi. 

（江） 単位はロング・トン。

にすぎないc したがって19世紀後半のフィリピン

糖業は諭出塁の推移からみて， 1850年代から1880

~81年までを形成期， 1880年代初めから1897~98

年までを発展期，その後の1900年代を低迷期，と

して把握されよう。

つぎに輸出先をみると，ば業形成期である1850

年代～70年代の輸出先は，前半にはイギリス，ォ

ーストラリア，アメリカ，後半にはイギリス，ア

メリカであった。 1870年代を通してイギリス・ア

メリカ市場ぱ各々総輸出禁の約30~40％を占めて

おり，フィリピン栢業は両国市場を背景に形成さ

れたといえる。しかし1880年代～90年代の糖業発

展期の翰出市場は大きく変化していった。 1880年

36 

代にはアメリカ市場の圧倒的優位が続き， 1890年

には東アジア（中国・香港・日本）が主たる輸出先と

して台頭したからである。東アジアは， 1890年代

前半にはイギリスに次いで第 2の市場であった

が，同年代後半から1909年にいたる時期に第 1の

輸出先となり，その輸出量は全体の50~60％ある

いはそれ以上を占めたのである。こうしてフィリ

ピン糖業の低迷期を支えたのは東アジア市場であ

ったことが確認される。

ところが1909年にペイン・オルドリッチ関税法

が制定されると，アメリカ市場を背景に輸出量が

激増する一方で対東アジア輸出は衰退の一途をた

どった。かくてフィリヒ゜ン糖業は東アジア市場か
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ら切り芯されてアメリカ市湯に従属するのである

か，この期間は本稿の対象からはずれる。そこで

砂椋翰出の考察をひとまず終えてl,i)，つぎに光

糖地域と経営形態の変化を概観する。

Ci¥'1) 19世杞後半 (r)経済発脱：ご ｝J 、-は， Legar-

<la, B. F. Jr., Foreign Trade, liconomic Change 

and EntrepreneurshijJ in the Ni加 teenth-Centu,y

Philippines, Harvard University,じnpublishGlPh. 

D. Dissertation, 1955;,也端苫1iti「フィ！｝じ/'{..Lけ

るここノカ）し f’ ュア舒済c')史的芳察ー一 9 ニ―ii化湛左嬬

者ビす乙―--」（『ア/’ア麻fi斉』第 11 在紅•: 4り 1970'1-4 

J l） （ご詳し．．、 C

(i+ 2) 19世紀後平C、＇）フィリビン粕恰 H: 0) ／生化t.11t 

界(I}茫文発展（7) 中に位許・~）けること：： ＊ 今後，、、い謀題て

ぁz;。

II フィリピン(})産糖地域と絆常形態

の変化

マニラ開港直後の1840年代～50年代に砂糖はバ

ンパンガ，パンガシナン両朴I(provincia)を中心と

する中部ルゾン地方で生産され，ビサヤ諸島のセ

フ，パナイ両島がこれに加わったにすぎなし、

（注1)。当時の産糖地域と経営形態を詳細に記述し

た史料はなし、が， S・デ・マス (Sinibaldode Mas) 

『1842年のフィリピン諸島実態報告』 (184:J年），

M・ブセータ (ManuelBuzeta), F・ブラポ (Felipe

Bravo)『フィリピン諸島の地理，統計，歴史辞典』

(1850-51年）から当時の砂糖生産が概観される

（注 2)

これらによると農場で廿庶が栽培される場合，

製糖能力約25~30トン(1翌業年当り）の簡素な木

製圧搾機が設備され， 5~6ヘクタールに廿燕が

作付された（股場面積は不明）。もっとも当時のパン

パンガ，ブラカン等の諸朴1では米・藍 (anil)と甘

庶が隔年ごとに栽培されたこと，また 1此場当り

の廿煎作付面積か比較的小規模なことから，マニ

19匪紀後半におけろフィリピン糖槃の発展

ラ開港直後の中部ルソンの農場では砂糖生産をむ

しろ副業とする場合が多かったと思われる。

こうした農場では経営者である地主が水牛，圧

搾機，和車を準備し，種苗費と牛飼育，製糖職人

の貨金を負担した（農具は地オの経常翡負担分に含ま

れていない） Gr3)1卜作農は，廿庶栽培から刈取り・

運搬までの一切の農業労働を自己の負担で行なっ

た。そのため収穫期の刈取り・運搬に臨時労働を

必要としたが，パンパンガでは小作殷が互助関係

を結んで賃金負担を軽減する例があり（注4)，彼ら

が賃労働者を面用した可能性は薄い。また製糖作

業は収穫と同時に行なわれ，その際雇われる職人

は小作農が兼ねる場合があることから，農場の主

たる直接生産者は小作腹，しかも地主と生産物を

折半する（注 5)刈分小作農（カサマ＝ kasama)であ

った。 1840年代～50年代の中部ルソンではこのよ

うに刈分小作（カサマハン＝ kasamajan)制に基づ

く地主・小作経営がみられ，地主が経営の主溝権

を党握していたのである。

ところでこの地主・小作経営の変容形態として，

当時中部ルソンのカトリック教団所有地で見られ

たインキリナート (inquilinato)制をあげることが

できる準6)。たとえばブラカン J•liには所有面積

約2万ヘクタールのアシェンダ・ブエナービスタ

(Buena-vista)があり，その農場経営は中間借地人

であるインキリー I(inquilino)に託された（江7)。

彼らは教団に貨幣地代を納め刈分I卜作制に基づく

農場経営を行なったが，地代（年額）は地価の4%

弱であり，未墾地の開拓に際してそれは普通5年

間据え樅かれたといわれる。インキリーノは相当

規模の大きな農場の経営者となったと予想される

が，その砂糖生産は前述の地主・小作経営と同様

に小規模であった。

他方こうした木製圧搾機に依存する砂糖生産と

37 
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並んで， 19世紀中葉のルソン島ですでにイギリス

製圧搾機がミ笥入されていたことは注目に値いす

る。前掲ブセータ，ブラボによると， 1850年当時

のパンパンカ， フグナ，カビテ，バタンガス諸朴lに

スペイン人や教団か所有するアンエンタがあり，

そのうちラグナとバクンガスではイギリス製蒸気

動力圧搾機または水力圧搾機が設備された＇汀 8)。

とくにラグナのスヘイン人地主は製糖設備の改良

に熱心で， 1831~33年に仏領ブールボン島からフ

ランス人技師を招き「節約炉」 (homoeconomico) 

を消入し，廿惹の搾りかず ーバガス (hagasseヽ）

—を燃料とすることに成功したのであるげ 9) ぐ

当時のアンエンダの経営形態は不咀である八蒸

気動カ・水力圧搾機の森入や技術改良は 1アシェ

ンダ当りの砂糖生産鼠を増大させ，紐業を屯業と

するアシェンダを出現させる重要な要因と fし）た

と考えられる。 1850年代～60年代以降の中部ル｀/

ンではとくにペンパンガを中心に糖業が発展し，

同川の蒸気動り圧搾機数は1870年代～9（）年代に増

加の一途をたどるのであるml(｝）。

このようにマニラ間港後の中部Iレゾンで砂糖生

産が次第に発展する一方で， 1855年にイロイロ港

が開港されてネグロス島の糖業が勃興した。し

かし後述するように同島の糖業は1860年代以降が

本格的な形成期であり，同年代には中部Jレゾンの

パンパンガが主たる産糖地域であった。ところが

1870年代になるとパンパンガと並んでネゲロス靡

が重要な産糖地域として台頭してくる。同年代の

史料によれば，当時ルソン島のバタンガス，イロ

コス諸）•I 、 I, パナイ島のアンティケ，カピス 1吋州では

小経営が支配的であるが，ネグロス邸とパンパン

が州ではアンエンダ経営が発達していたのである

（注11,）。 1840年代～60年代に中部Jレゾンを中心とし

た砂糖生産は， 1870年代にいたる過程でとくにハ

38 

ンパンガとネグロス島で発展しは12), 1880年代～

90年代にはネグロス島を拠点とするのであった。

前述のように1850年代から1890年代までの約40年

間に砂糖輸出駄は11倍に増加し， 1893年には最大

輸出贔26万トンを記録したが，同年の総生産量は

30万トンであった（注13)。そのうちネグロス島が全

体の42%，パ‘ブノ‘ ／ガ，タルラク両朴lの生産鼠合

計が全体の15％を占め，バタンガス，イロイロ両

州が各々13％でこれに続いた。 19世紀後半におけ

るこうした産糖地域分布の変化は，同時に経営形

態の変化を伴うものであった。

第 1表によると， 1902年の砂糖総生産贔は18万

トンで，そのうちの52％がネグロス島， 20％が中

第 1表 丁要小l•I 別砂柁生産砧・年間生亦額1000ペ ‘J

以上の廿煎農場＝製糖所＇）数 (1902年）

1砂糖生産岳， 同上規模の股場
Iロング・ ：生産額（年間）
トン ％葛数 1100万ペソ

フ｛リピン 180,217、100.011,075i 660.:-l 
（ロコス 2、}|・I I 15,:-l40l 8.5l o. o 
＇［じイロコス 7,238, 4.0 (） 0 
肝］イロコス1 8,06(）| 4.5’ (） （） 

中部ルソン 5、}|l :36,324 20.2 293 95.3 
ハンパン，fJ I 14,518 7.91 194 75.9 
バンガシナン 9,374: 5.2 4, 0.8 
ブラカン 5,856, 3.3I 38: 8.3 
タルラク 3,773 2. 1 342)| 6.2 
ラグナ 3,003i1.7 23, 4.1 

ネグロス島 （）3，057 5l.7 569 497.0 
vりネグロス 87,525; 48. 61 s:u I 464.4 
束ネグロス 5,533, 3. 1 38 32.6 

バナイ島イロイロ 4,524 2. 51 62 I 37. :; 
セブ島 s,326 4.61 69 ! 14.9 
その他 I22,646 12.6 82 | 15.8 
（出所） Census of the Philippine Islands: Taken 
under the Direction of the J>hilipj,ine Com-
mission in the Year 1903, Washington,し］＿ S.
Bureau of the(_‘,ens us, 1905, Vol. 4, pp. 32, 
290, 528-529, 
（注） 1）センサスでは「製粘所」 “sugarproducing 
establishment”。しかし，貨金には殷・エ両部門が
含まれているので，ここでは廿庶農場＝製糖所と
した。れお，砂糖の市場価格が］トン当り60~9(）
ヘゾ， ［ヘクタール渭り平均砂糖生I産械が2.5ト
ンであることから，詞上規模殷場の廿庶作付面柏
は5~[(）ヘクタール前後と概鉢される。
3)カピス州の 2農楊を含む。



19世紀後半におけるフィリピソ糖業の発展

第 2表 甘庶農湯・舟製糖所（年間生産額1000ペソ以上）1)の経営形態(1902年）
-··---~·····• ● -．．．．． r.  - - -•.. 

、)•I1 別 総 計 1 廿燕農場＝製糖所平均 2)

廿煎農場数
- -—ー 一生産額賃労働者数3う資□本ゴア生産←額一賃労働者薮―貨：金総額一丁天当り賃金

I （年額）ペソ （月平均）人ペ ソ年間（ペソ） （月乎均）人年間（ペソ） （月平均）ペソ

フィリピ ン 1,075 I 6,603 ! 45,247 I 10,752 6,142 I 42.1 I 3,782 I 7.5 
西ネグロス| 531 I 4,644 j 28,885 I 21,072 i 8,747 I 54.4 i 4,861 I 7.5 

パンパンが 194 I 759 ! 6,328 ' 12,540 ! 3,911 i 32.6 j 4,885 I 12.5 
- - ---＿」．．-• 9 9 -—·` -- • •一： I I 

（出所） Census of the Philippine Islands: Taken under the Direction of the Philippine Commission in 

the Year 1903, Washington, U. S. Bureau of the Census, 1905, Vol. 4, pp. 528-529. 

（注） 1）第 1表（注）の1)をみよ。 2）外‘|別総計に基づき算出。 3)農工を含む， 4）具体的内容は不明。

部ルソン 5小M, 9％がイロコス 2少11で生産されて

いる。この主要 3地域の生産量と年間生産額1000

ペソ以上の廿蕪農場＝製糖所を比較すると，同上

規模の農場が西ネグロスとパンパンガに集中し，

イロコス 2州では全く見られず，またパンガシナ

ンではその数が生産量に比べて少ないことがわか

る。

そこで第 2表によって同上規模の農場の経営形

態を概観すると，総数1075の農場の賃労働者数は

4万5247人であり， 1農場当り平均では42人とな

る（常雇・臨時雇の割合は不明）。したがって，同表

からともかく 20世紀初頭のフィリヒ゜ンに賃労働者

雇用を基調とする経営が存在したこと，またそれ

が西ネグロス，パンパンガ両州に集中したことが

推測される。さらに両朴lの経営規模を比較してみ

ると，西ネグロスの 1甘蕪農場平均生産額はパン

パンガのそれの 2.4倍，資本，賃労働者数は各々

1. 7 倍であるが，両か1•l の 1 廿燕農場平均賃金総額

はほぼ同額であった。これは，西ネグロスの同上

規模廿燕農場＝製糖所労働者の 1人当り平均賃金

（月額）がパンパンガのそれの5分の3にすぎな

いためである。この西ネグロスの低賃金は，同州

で賃労働者雇用に基づく経営が発展した一要因で

あろう。

以上述べたことから， 19世紀後半に糖業の拠点

が中部ルソンからネグロス島に移行する過程で，

刈分小作制と並んで賃労働制が無視できない規模

で発展したことが概観された。次節ではネグロス

島の糖業形成過程をたどり，刈分小作制から賃労

働制への移行を追跡する。

（注 1) 池端 前掲論文 86ページ。

（注2) 以下の記述は特に注のない限り， deMas, 

S., Inf orme sob re el est ado de las islas Filipinas 

en 1842, Madrid, 1843, Tom. 1, "Agricultura," pp. 

19ー 25;Buzeta, Manuel, y Felipe Bravo, Diccionario 

geografico, estadistico, hist6rico de las islas Fili-

pinas, Madrid, J. C. <lela Pena, 1851-52, Tom. 1, 

pp. 187-193に依処する。

（注3)

地主の農場経営費（年額）負担分試算1)

甘熊作付面積2キノツ (1quin?n=2.795ha)ーの箪合（単位：ペソ）

固定設備の減価償却費 22ps. 
固定設備費

EE搾機一式 200 ps. 

100 ps.} 
水牛 10頭 140 ps.) 440 ps. x 5%2l 
介庫

運転資金 144 p's. 6 rs. 13 mrs. 
賃金

牛飼育

砂粘職人

種苗費

砂糖用瓶20個
総額

24 ps. 
83 ps. 2.rs. 13 mrs. 
12 ps. 4 rs. 
25 ps. 

166 ps. 6 rs. 13 mrs; 

（出所） de Mas, S., Informe sabre el est ado de las is/as Fili-
pinas en 1842, Madrid, 1843, Tom. 2, "Agricultura," p, 
20; Buzeta, Manuel, y Felipe・ Bravo, Diccionario geo-
grafico, estadistico, hist6rico de las Filipinas, Madrid, J. 
C. de la Pena, 1851-52, Tom. 1, j,. 191より作成。
（注） l）当該農場の砂糖生産量は400ビクル(1picul=63.25kg)，ぅ
ち200ビクルが地主の取得分とされ，その販売額は500ペソであった。
が原典による減価償却率。
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Ⅲネグロス島の甘蔗アシエンダの形成過程
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信 4) Larkin, J. A., The Pampangans: Colo-

nial Society in a Philippine P,如 ince,Berkeley, 

University of California Press, 1972, p_ 81. 

（注 5) 前記2史和ては小竹料か金納か物納か不明

確てあら力，9 ノ• 9’’‘ ン・カ v.）1-l朋作小作農万場合、 金納

て克 、レ。 Ibid.,p. 82 

（注 6) 教団ア/•エンダ， インキ l;,｝---1、制t:-'ノし、

ては， Mclennan,M. S., "Land and Tenancy in the 

Central Luzon Plain," Philippine St,ヽdies, Vol. 

17, No. 4 (Oct. 1969), pp. 676---677:池端占油「 l ィ

リビン社会；り仔済及化とが命」（『世弄歴史 21』『：波

占店 1971"卜）． l()(―）-101・．、一／＇ナ，参即。

（注7) 以 I・ ・＼心応：よ， <leMaヽ， up.cit., Tom. 2, 

"Agricultura," pp. 21-24を参且

（出8) Buzek~ y Bravo, of,. cit., Tom. 1, pp. 

189-190 

（注9) Ibid. ; Quirino、op.cit., p. 20 

（注10) I'，] Ji1い茄気動力圧打数は1870斗::31台，

1899年｝ご 177 右‘とな·.•、い。 Larkin, up. cit., p. 70. 

（注11) de Comyn, T., Las Islas Filipmas, Pro-

gresos en 70 afioヽ， e（―l.、J.E. de! Pan,.¥fanila, 1878, 

pp. 224-225. 

（注12) 1870年い）統計|こよ 1l ; i, ＇S、/'，ル、ンカどネグ

ロスグ：砂栖生哨旦 It名々， 21万ピクル， 2ガビク，＇して

ぁ，た。しかし加l統計し→みる両地域の廿爵作付[([I栢は

ともに 2万ヘダクールを越えており， 主た（かポリ）よう

にネグロスは，ノ「）砂罰生産址は1860年代初頭こ 4/jピク

lレ， 1875年：：30万ピクルに冷してし、たことから，ネグ

ロス島］）杷党：よ187(）年代をへてバンバ／，I;］）それを1こ

きく凌し、：し、， T:と考えられる。 dela Cavada y 

Mendez de Vigo, A., Historia geogra_位a,geol6gica 

y estad{stica de Filipinas, Manila, Ramirez y Gi-

raudier, 1876, Tom. 1, pp. 163, 366, Tom. Z, pp. 

180, 379. 

（注13) Census of the Philippine Islands: Tak-

en under the Di1-ection of the Philippine Com-

mission in the Year 1903, ・washington, U. S. Bu-

reau of the Census, 1905, Vol. 4, p. 29. （以←F 

Census: 1903 と略，1e)。

rn ネグロス島の甘庶アシェンダの

形成過程

1834年のマニラ開港がフィリヒ゜ンを先進資本主

40 

義諸国の従属的農業国として位置づけたとすれ

ば， 1855年のイロイロ港開港は西ビサヤの地方経

済を再編する契機となった。それまでパナイ島で

栄えた伝統的織物業の発展の道が大きく歪められ

たのと対照的に， ネグロス島の糖業が急速に発展

したからであるぼ1)。本節では， 1855~69年にイ

ロイロ在住のイギリス副領事を務めたN ・ロニー

(Nicholas Loney)の書簡（注2)，スペイン人R・エ

チャウス (RobustianoEchauz)による『ネグロス

島覚書』 (1894年）償3)' そして政治史に関する最

近の研究であるM ・ロメロ (Ma.Fe Hernaez Ro-

mero)『二大外国勢力間の西ネグロス (1888-1909

年）』（1974年） （注い等に依処して，

糖業発展を跡づけることにする。

ネグロス島の

l. イロイロ港開港後のネグロス島における砂

糖生産の発展

ネグロス島は19世紀前半までスペインの住民統

治が東西両海岸の一部を除いてほとんど行き届か

また商品作物生産もきわめて微弱であったず，

（注 5)。ところがイロイロ港が開港されると，ラッセ

ル＆スタージス商会 (Russel& Sturgis Co.），ロニ

ー＆ カー商会 (Loney& Ker Co.）に代表される

欧米系商会が同港に進出し融資を開始したので

儘 6)，パナイ品イロイロ、州の織物商人であったメ

スティーソ (mestizo)（注7)がネグロス島に移民し，

すでに同島に移民していたスペイン人とともにア

シェンダを形成した（注8)。

この間フィリピン政庁はネグロス島の開発に乗

り出し，住民統治政策を促進して次々と町（プエ

プロ＝pueblo)を建設した（注9)。 こうして1849年に

わずか11であった行政単位としての町の数（注10)は

翌年に17に増加し， その後アシェンダの形成に伴

って町数は増加の一途をたどったのである（第3

表）。他方登録人口も，隣島パナイ， セブ，ボホー
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ルの住民がネグロス島に移住し（社11¥主たネグロ

ス島の村落（自然村）か町に組み込まれていくに

つれて増加した＇叶 12:。第 3表によれば， 1850年に

3万人であ/'た人口：ま188(）年には2(）万人となり，

さらに1893年になると3(）万人を突破している。と

くにアンエンダヵ集中した西浦且’にはノ：ナイ島イ

ロイロ小卜1から r])移民；1)・;多く，彼らがアンエンダの

主たる労働力を提供したのであるti113）。しかし、

急激なアンエングの形成によって士地を囲い込ま

れた小農もおり，彼らはアンエン々の小作農とし

て廿庶栽培に携わることになった国14)。ネグロス

島がわずか半軌紀に末間の島から一耀フィリピン

有数の砂糖地帯：こ変貌した経済的背景には，欧米

系商会の融汽，スヘイン人， lステ｛ーゾによる

アンエンタ幻形成，および主としてバ十ィ晶から

の移民に示される上うな資本，土地，労働）Jの3

要素の存在があったのである。

ここで第 3表からイロイロ港開港後のネゲロス

島の発展を確認すると，砂糖生産は19世紀後半

を通じてほぼ一貨して増大を続けたことがわか

る。 1850年にわずか 190トンであった生産怯は

1875年にその10倍に増加，さらに1893年には11万

19世紀後半におけるフィリピン糖業の発展

4000トンとなり半枇紀間に60倍に増加した。もっ

とも1885年には西ヨーロッパ甜菜糖業の発展によ

る糖価―F落の影響i415)を受けて生産尿の増加率は

鈍化したが，その後1885~93年の 8年間の増加舷

：ま1850~85年の35年間のそれを上まわる膨大なも

のであった。したが＇，て，フィリピン糖業の形

成•発展過程との関連で1850~80年代始めをネク‘

ロス島の糖業形成期とすれば， 1880年代後半から

1890年代末までをその発展期，革命期の混乱で生

産が停滞した1899年ほ16)から1909年までを低迷期

と位償づけることができよう。

こうした砂糖生産の発展とあいまって，食福作

物である米・とうもろこしの生産量も増加した。

しかし，米の生産贔は1880年に66万カバンに達し

たものの1893年には43万カバンに減少しており，

同期間に砂糖生産量が急増したのと対照的であ

る。後述のようにアシェンダでは廿庶の他に米等

が作付されており，輸出商品である砂糖の生産が

発展するにつれてアシェンダの廿煎作付面積が拡

大し，自給用の米の作付面積が減少していったこ

とが予想されるは17）。この意味で， 19世紀後半の

ネグロス島の砂糖生産は米生産を縮小させるに十
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分な大きさであった。

とごろで， この半世紀間のネゲロス島における

糖業の飛躍的発晟：こ伴い， アンエンダの経営形態

i tどの上うに変化したであろうか，、以下では芹下

の史叶を手がかりこ、

生する

アシエン， lf経党の弯化を考ュ

2. 圧搾機の改良とアシェンダ経営の形態変化

ネゲロス島におけるアシェンダ｀の製糖所 (cama-

rm)は，砂棚生産の発展とともに大型化の過程を

たど 9)た。第 4表によると当時の圧搾機には木

闘鉄製缶力，蒸気動力，水力の 4種類があり，そ

の数からみご185(）外代～60年代には木製， 1860年

代～70年代には鉄製畜力， 1880年代～90年代には

木製と蒸気動力が隆盛であった。これら 4種の圧

搾機では各 '71農業年平均砂粧生産鈷が異なり，

木製り場合ぷ～30トン(、1洲辿），鉄製畜力は後述(/)

ようにそ（7)：｝倍， そして蒸気動カ・水力の場合

は約300-50()トンに達したのてある。

第 4表

{「•りjl 」＇ 185I.} 

木製 1上搾機
鉄製畜）JIピ搾歳
蒸気動力圧搾機
/k J]）上杯機
総数

7
 

「

7

5
8
3
5
l
 

6

9

7

 ー

丼〈＇メ＼耕什洩
廿I'亡圧搬軌道

1870 

したが，て

iアクロス島じ）圧搾機•その他固定，没りil1 合数

〈185(）~93年）

188(） 

3
5
0
9
7ヽ
4

3
9
5
1
0
 

4

6

 

1893 

；
 

ー

0

4

7

1

3

3

 2
 

ヽ
<

0
0
0
7
4
2
 

l
5
5
2
;
 

‘~ 

（出両） 18ci0, 1880, 1893年： Echauz,R., AJJ/lllli'.¥ 
(lr la i.Ja de NI’grIJ.1、 Afanila,Chof元 1894,

Jlp 3,｝-37. （1880, 1893年の木製If.搾機数は Her-
naez Romero, 1¥-!a. Fe, 闊 gr(）s0mi(hnt(Il l)（'-

t (U9'rn 7',im Fo)＇（．,ig!i Potヽ'('r.I(1888-190.(1)、Ma-

nil a, Ente,・prise l'ublications, 1974, p.,10上，）。 Iご

ト、しその曲拠は不明）。
1870年．（lcla (‘avada y Mビ］1<¥ezde Vigo, A., 

応 storiageografu・a, geol6gira y est叫 'isticade 

I,、ilij•inas, :1¥・!anila, Ramirez v(―;irall(l ier, ］ 876、

Tom_ 2., p. 17!1. 

¥ ｛ I) 1）設置悶i}叶数シ示す。

1880年代後半から1890年代にいたる糖業発展は，

主として蒸気動カ・水力圧搾機数の増加によるも

のであったといえよう。

エチャウスの『覚内』によりイロイロ港間港前

の経覚形態をみると， 1849年には四つのアシェン

ダで砂糖が生荏され，

っばら木製圧搾機と lH式な炉に依存していた。

(‘',1!l!rn lアシェンク‘'iり平均砂糖牛産鼠は4(）～50トン

前後と概位される）＇ il18)C

は，中部ルゾンのバタンガスで技術改良に努めた

プランス人技師（前述）の 1人が1847年に西ネグ

ロスに移住し，

国 19)。そして労働力を確保するために，彼は町や村

落（ハリオ＝barrio)の役人に大砲を寄付して協力

を要諮したのである(ft20)。エチャ占スは1854年に

スペイン人が「節約炉」を導入したとしており

(i121)，上品のロメロの説とは食違う。

それはともかく，

貨にういて整理すると，第 1に，アシェングの所有

者であるアセンデーロ (hacenclero)が自ら経常に

従事していたこと C 第 2に，砂糖生産の規模が小

さいことから，

その経営規模は小さく，

ところがロメロによれ

すでに「節約炉」を設悩していた

ここで開港前のアシェンダ経

当時のアシェンダでは米等の生産

がむしろ主流であったこと（注22)。第 3に，前述の

中部ルソンにおける木製圧搾機設備農場では地

主・小作経党が支配的であり，

も

また後述のように

1860年代のアシェングに小作農が存在したことか

ら， 1840年代～50年代前半のネグロス島のアシェ

ンダでは地主・小作経営が行なわれていたことか

推測される。

ところがイロイロ港が開港されると前述のよう

に欧米系商会が設立され，賓金に乏しいアセンデ

ーロに対する油賓が始まった。当時蔽会は，経営衰

金，機械設備・農機具購入資金の前貸しを行なった

(/）で，アゼンデーロは普通，機械類の 6~7割を商
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会の融資で設価し＂＇』 11, 砂柏でもって借金を返済

した(1)であるこ！！。こうして1857年にわすか l合

であった鉄製畜｝JI王搾機は， l8(il年になると 13台

，こ増加した（）;,:.,I―] -—ーは 1 呂61 年（！），り簡で，当時(/)

アシェンダ経貨に')Iヽ（、ご｝欠（！）ように述へてし‘る。

「（小｛JIじ':〈rでク1,・=acsa>ば、）地十I）しら家畜と股具

を支給され，製糖所へ豆）廿庶の運搬を合む一切の

甘庶栽培を誼9}負い，利益[)何割かを分けHijとし

て受取る。亡して製粕費は地主か負担する。しは

しば異なる屹約か 1''.J-1トと結ばれるか，一般（こr、
グロスでは，あらかしぬ，もしくは製栃期に 1製

穂労働~ (sugar day)に対するおお tぐ(I)仙格，が定

められる。たとえは］ビクル 2ドルどして、彼ら

は総額の半分と取得ずる (j)であ〈ぃ地主は残拿分

を確採し，地力商人や仲蚊人に元LIlしたりイ l1イ

ロに運搬して収元しに時に，砂腑のよよズ得た'[』

増分を現金化するか，それはしばしばかなりの額

にのはったc 鉄製畜力）王搾機か導入されたエステ

ート (estate,)ては普通， 1斤有者に対する補偵とし

て小作農の利益は 9~12％削減される C~] it犀

以上の記述から， 18:'iO年代～60年代のアンエン

ダで刈分小作伽Jか在在しにことか確認される。し

かし1860年代初頭の鉄製畜力圧搾機の消入によっ

て，地主・小（同間の収穫物分配率は変化して＼、た

のである。輸人製穂設備の採用によって廿庶圧搾

率が旧来の且音弱，甲位面積当り 0)砂糖生産歓か

2~3倍になったために収益率が増加したが，そ

の結果生じた利益はアセンフ‘-l1 (！）取得分となっ

た心7)。そりに小作農に農具を支給し，tI清信をト

ン単位で＇印付ける方式を考案するアセンデーロ

もあ 9 ，たと 1,、う牛28r これちの事実は， イロイロ

港間港後に製粕設備が拡大し砂糖生産が発展した

結果，アンエンタ(l)中心的生産活動が米生産から

砂糖生産へ移行したことを示唆する。そして収益

19世紀後平にわけるフィリビン糖業の発／J(!

率の増加によ 9)て利するのはアセンデーロのみ

で，小作農はその利益にあずかることなく相対的

に切客していったと衿えられる。

こうして1H来の地主・小作関係か変化する一方，

隣島バナイからの移民によってアシェンダの労働

力か増強されていったのであろう。ロニーは同上

拉簡において，居住・季節労働者の区別こそ不町

確であるがネグロス島の農業労働者に言及する他

憤 29), 1867年の書簡では出稼ぎで来島したパナイ

の住民で帰郷しない者の数が9000人に達すると述

べている直30)。以上のことから筆者は， 1860年代

0)ネグロス島では出稼ぎ労働者が重要な存在とな

っており，その定着化を主たる契機として刈分小

作制から賃労働制への移行が徐々に始まったと推

測するのである。

ところで1860年代～70年代に変化しつつあった

アシェンダ経営は， l880年代になって大きな転換

期を迎えた。 1880年代～90年代には鉄製畜力圧搾

機が横ばいであったのに対し，その他の木製・蒸

気動カ・水力圧搾機が増加したからである（注31)。

とくに蒸気動カ・水力圧搾機を設備すると 1農業

年に 1台当りで300~500トン，あるいはそれ以上

リ）砂糖生産が可能となり，1アシェンダ当りの廿庶

作付面積は80~100ヘクタールに拡大した（注32)。こ

うした製紡設備の大型化に伴って，アシェンダの

小作農はますます零落し，その多くが賃労働者に

転化したと思われる。また隣島からの移民が定着

して居住労働者となり，これら労働者の管理は彼

らの中から輩出した親方 (cabo)に託されたのであ

ろう：そして労働者数の増加に伴い，アセンデーロ

に代わって作業の監腎を行なう管理人 (encargado)

、が出現し，また収穫期に出稼ぎ労働者を確保する

請負人 (contratista)が必要とされたであろう。

J・フォアマン (JohnForeman)の『フィリピン諸
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島』 （弔2版， 18的年）によれば，中部ルソンの大

規模な廿庶農場 (plantation)では刈分小作制が一

般的であるが，ネグロス島では賃労拗制が支配的

であ 9)／レこ（注ぬ。またエチャウスは1890年代初頭の

アシェンダ経営を記述し，アセンデーロ，管理人，

親方，賃労f動者の閲係に言及しているU,34以上記

2史料では賃労働者の性格規定が曖昧ではある

か， 19世紀末のネゲロス島で賃労働者雇用を基高

とするアシェンダ経営が成立していたことか確認

される。したがって窯者は， 1880年代～90年代に

かけてアシェンダにおける刈分小作制から伎労働

制への移行は決定的となったと考え，この時期に

資本主義的なアシェンダ経常・一ー資本・貨労働関

係を基本的生産関係とする一ー（注35)が成立したと

設定する())である。この1880年代～90年代は西ョ

ーロ．、Jパ甜菜糖の過剰生産に端を発した糖価下落

期であり，同時期にみるアシエンダ経営の資本主

羨化は糖業合理化の一形態だったといえよう。た

だし，ネグロス島のアシェンダ経営に関する以上

の論論はあくまでも乏しい史料に依処した喰者の

仮説であり，今後の史資斜発掘によって再構成さ

れねばならなし‘o

（注 1) Legarda, op. cit., pp. 272ー 275

（注2) "Trade in Panay, 1857-67; Four Letters 

by Nicholas Loney," in R. MacMicking, Recollection 

of Manila and the Philippines during 1848, 1849, 

1850, Manila, Filipiniana Book Guild, 1967. 

（注 3) Echauz, R., Apuntes de la isla de Ne・

groゞ， Manila,Chofre, 1894. 

（沖4) Hernaez Romero, l¥,fa_ Fe, Negros Occi・

dental betweどnTwo Foreign Powers (1888-1909), 

Manila, Enterprise Publications, 1974. 

（注 5) Echauz, op. cit., pp. 11-12;池斌 Iノ，

I’ ピン吐会・ • • ---」 101-102ベー・ノ。

（注 6） 池川勉「＇ィリヒ．／十．地制度史序説」（『股

菜総合研究』第17仕第 1り 1963年 1月） 29-30ペー

,; ; Romero, op. cit., pp. 37-38. 

44 

（注7) メスティーソとはフィリピン人とスペイン'

人もしくは中国人と 0)闘に生まれた糾血児である。ち

なみに1850年のイロイ p,｝|｛のメスティーソ数は，スベ

イン系が 470人，中国系が 663人てあ た。 Buzetay 

Bravo, op. cit., Tom. 2, p. 106. 

（注8) "Loney to Farren, 1861,''MacMicking, 

op. cit., PP. 247--248.スペイン人・＼らメスティーソは国

モ領の払下け，仕民からの卜地購入，買戻し契約等に

よってアシェンダを取得したが，実際それらは土地横

頑というへぎ方法てあった。 Bauzon,op. cit., pp. 7, 

20--21. 

（注9) Echauz, op. cit., pp. 11-21. 

（注10) Ibid., pp. 11-12. 

（注11) Romero, op. cit., pp. 31, 48-49.とくにバ

ナイ島イロイ F,I、IIては，廂策中心地一帯でかなり貨幣

経済が浸透 Lーこいたと柑測させる記述か名い。“Loney

to Farren, 1857," Mac Micking, op. cit., pp. 209 

241. 

（注12) Echauz, op. cit., pp. 14-21.スペイン統治

1；フィ Jピンの自然村バランガイ (barangay)は一般

に，町 (pueblo)に統合されてバリオ (barrio)と呼ば

れるようにな＇，た (Phelan,J. L, The Hispanization 

of the Philippines, Madison, University of Wiscon-

sin Press, 1959, pp. 124-125)。ここでは19世紀ネグ

，」スg,り）村落社会についての考察はできないが， ←こヂ

ャウスの，記述から同品の村落料編過程が若1推測さわ

る。たとえば1890年代初顕のネグロス品ては，「匹部北

方」 「西部南方」 「東部北ガ」の三つの司教代罪竹区

(vicaria)における砂帖生産協は 2万2000トンてあ，，た

（砂軌‘L産か最も発展した西海岸中央部ti1Iij上諸背lメ

：ー＿含 iれなし、）。人口は16万9000人ど記録され，こ 9’'）＇）

ち「納税者」 (almas)が6万6000人，「未納税者」 (indo-

cumentados)が5万5000人，「異教徒」 (infieles)が4万

8000人てあったという (Echauz,op, cit., Capitulo 

14)。したか，て，19世紀柚半まて］）ネグロス晶には打

政町内に組み込まれてし、な'・、fl然村が名数存在し， Z-

れが同槻紀後半のアンエンダの形成に伴って次第に行

政単位として再編成されていったと思われる。

（注13) Romero, op. cit., p. 49. 

（注14) Bauzon, L. E., Philippine Agrarian Re-

form, 1880-1965, Singapore, Institute of Southeast 

Asian Studies, Occasional Paper, No. 31, 1975, pp. 

4-5. 
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（注15) Marc6,J. E.,Rese加 hist6ricade la isla 

de Negros desde los tiempos remotos hasta nue・ 

stros dias, Manila, La Vanguardia, 1912, p. 96. 

（注16) 不ら＇ロス島で： t―・’/ t) ピン革命闘：—-ア七ン'

デーロ対労働者・小作農の階級対立が激化し， 1899年

頃からアシエンダの焼討ちが始まり， 1902年の甘煎作

付面積じ］898年のわずか 5分已） 1となった,Constan-

tino, R, The Philippines:,4_ Past Revisited, Ma-

nila, Tala Publishing Services, 1975, pp, 270~274. 

（注17) 1890年代初頭にネダロス島の米不足分がナ

イゴンから輸入され，その量は年間約3000トンに達し

た。 Marco,of•. cit., p. 97 

（注18●1 Echauz, op. cit.. pp. 22ー 23.

（注19) Romero, op. cit., p. 34. 

（注20) Ibid. 

（注21) Echauz, op. cit., p. 24. 

（注22) Dept. of Labor and I. C, A., Employ-

ment of Migrant Lahor (Saca.das) in the Sugar 

Industry in Negros Occidental, Manila, 1956, p, 5. 

（注23) Perez, Miguel et al., Cronica sem-histo-

ria de Filipinas y en especialみ lasYslas Visa-

yas desde 1877 a 1887, ~fanila, 1881, p 1 (manu・

scrito). 

（注24) Census: 1903, Vol. 4, p. 29. 

（注25) "Loney to Farren, 1861," MacMicking, 

op. cit., p. :.'46. 

（注26) Ibid., p. 251. 

（注27) Ibid., pp. 250, 252. 

（注28) Ibid., pp. 251ー 252.

（注29) Ibid., p. 251. 

（注30) "Loney to Farren, 1867," Mac?-.1icking, 

op. cit., p. 272. なお移民 It ア七ンデーロか,• [1給用

の土地を与えられた。 Dept.of Labor, op. cit., p, 5. 

（注31) 19世紀末のアシニンダ経蛍と木製圧搾機と

の関連しご＇バ．、 は， むすも＼二；ける箪者/Joi:：且阻捉起を

みよ。

（注32) Echauz, op, cit., pp, 149ー 150;Foreman, 

J., The Philippines, 2nd ed., Shanghai, Kelly & 

Walsh, 1899, pp. 311, 315. 

（注33) Ibid., pp. 314~-:'llfi. 

（注34) Echauz, op.口t.,pp. 73-75. 

（注35) その具体的内容については後述する。な

ぉ，アシニンダの所有者は経営者をも兼ねたことから，

19世紀後半におけるフィ 9ビン糖業の発展

アシニンダ経営は地主＝資本家経営と規定されよう。

w ネグロス島の甘庶アシエンダ経営

の分析

1. 甘荒アシエンダの分布

前述のようにネグロス島の糖業はイロイロ港開

港後飛躍的に発展し，西海岸を中心として砂糖地

帯 (sugarbelt)が形成された。その後フィリヒ゜ン

革命によって同島の砂糖生産は停滞したが， 2（）机

紀初頭に回復のきざしが現われた直 1)。H・ウォ

ーカー (HerbertS. Walker)『ネグロス島の糖業』

（注Z)(1910年）は，回復途上にあった同島の糖業を

考察する上できわめて有益な姿料を提供してい

る。これはペイン・オルドリッチ関税法制定匝前

の1908~09年に施行された甘熊アシェンダの生産

形態に関する調査報告で，同調査はアメリカ植民

地政府下の科学局 (Bureauof Science)が推進した

ものである（注3)。

調査当時の西ネグロスには，海岸に沿って北は

ビクトリアス (Victorias)から南はイログ (Ilog)ま

で，全長130キロメートル，幅5~30キロメート

ルに及ぶ砂糖地帯が形成されていた。この砂糖地

帯は，各々年間5000トン以上の砂糖を生産する 5

地区ーーシライ (Silay)，バゴ (Bagu)，ポンテベド

ラ(Pontevedra)ーラ・カルロタ (La Carlota)，ビ

ナルバガン (Binalbagan)ーイサベラ (lsabela)，イ

ログ (Ilog)ーカバンカラン (Cabancalan)—ーに分

割される。さらに東海岸には西ネグロス州に屈す

るサン・カルロス (SanCarlos)，東ネグロス }|•l 唯

ーの産糖地区バイス (Bais)があり，両地区でとも

に年間5000トンの砂糖が生産された（注4)。

さて，これら 7地区を中心にアシェンダの分布

をまとめたのが第 5表である。同表によると1908

年の甘焦アシェンダ数は 484で，そのうち90％が
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；；2図 ネグロス島の砂肪地帯 水力圧搾機と木胴・鉄製畜力圧搾機にみる圧搾能
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カの著しい相違が， このような地域的格差と大い

に関連があると思う。ポンテベドラ、サン・カル 1ゴ

スそしてイロゲ地区の 1アシェンダ％りの砂糖生

産鼠は250~3(）（lトン以上であり， これら (I)地にで

は蒸気動｝J.水力圧搾機か，没i買されにJ，易介か多い

と苔えられるからである。 ただし， ここではこjし

以上地域的格差に立入ることはできな'；` 以下，

ii：搾機動力別に経常形態を概観＇し，て五よう。

2. 甘荒アシェンダの経営規模

l9(）．1年センサスによれは， 1902年の西ネグロス

における年間生性額l(）00ぺ ‘J以上の廿L'rt}農場＝限

訓Ji数は531であり，圧搾機別ては蒸気動力が29l

台，水J]か45台，雀カ・手動か l95台であった。

東ネゲロスの場合，同上規椋の廿庶殷場＝製糖所

数は38であり， ）上搾機別ては蒸気動力か32台，雀

心
〗

t
 

w
 

ーい

2
 

、一次

i

Jプ

r
f」0,；｛ i1,hl'|91, 

(/甘）叶＼Valker, I I S、Th(＇SugurImirい／ryin 

th,, I,、1anJof "¥;egroゞ、 Manila, Burètu of 
l'rinring, 19111,在頭1::<lよ，｝ c 

両ネクロスに集中しているぐ地に別では，

地区がアシェンダ数'

全体の□()~：｝0％を，
9レ‘ゃュタ地区か仝体の10%を占めてし、るc

lアシェンダ灯りでみると，

、K-
- ｝ I ← o 

に触れている。
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シライ

砂柄生産量においてともに

次し、でポンチベ＇、ラーラ・カ

ところが

サン・カルロス， イ

ログ地ll，り）砂糖生産贔はシライ地区0)3ふ倍であ

占ォーカーは， 186(）年代から間拓されたシライ地

区てはナで：こ上地())疲焼か顕的なこと ':11.5), また

新柏，株出どいう廿煎栽培方法の相違により串位

面積当り］）収序蕊昌に大きな格差か牛［ること（注6)

しかし笠者は、前述の蒸気動カ・

カ・手動が 6台てあ，ったり17)。東西両）廿ともに，

蒸気動力［l搾機が大きな比重を占めたのである。

つきに1七搾機動力別に廿撚農場の経岱をみると

（第（）人），東西両J9卜1ともに蒸気動カ・水力圧搾機

設1/『i農場か，畜カ・手動の場合に比べて圧倒的に

規模か大きし、。西ネゲロスを例にすると，蒸気動

力圧搾機設価牒場0)規模は畜カ・手動圧搾機設伽

（り場合に比へて約3~4俯である。公（）担紀初頭の

ネゲロス晶，

搾機設備猥場を中心として賃労働者屈用を基調と

する経営が成立していたといえよう。したが-，て，

これから蒸気動力圧搾機設0iiV)ll應アシェンダに

つし、て，

とくに西ネグロスでは，蒸氣動力圧

その経営形態を把握することにする。

ウすーカーは調脊報告の中で，農場面積か 150

へクダール，作付面積が 1(）0Jヽ、クタール，年間砂

糖生産鼠か 379.5トンの1l罷い＇こ・エンダをそのモ

デルとして設定したl’18 1。第 7表は， ウ・ナーカー

が示すアンエンタの経営殺を策者なりにとりまと
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第6表 ネグロス島における廿燕農場の製糖所（年間生産額1000ペソ以上） l)

動力別経営形態 (1902年）
~ ~ 9 9 ｀ ~ ▲ ＂ ▲ ▲ ▲テ

朴l 別 圧搾機動力）Jlj

蒸気動り
両ネグロス 水 h 

畜カ・丁動
~ `  - ～ 9 

東 ネグロス
蒸気動力
畜カ・手動

1 廿熊農場＝製糖所平均 2)

{ I - ●ヽ ・ •• 

！資本 3) 生産額賃金 賃労働者数 4)（月平均） 賃 金
（年間） （年間） (1人当り平均）

（ペソ） （ペソ） i (ヘゾ）合叶（）J|男一子］入）：女子（人），男〇、子＇女 子
，（へ J) （ペソ）~. 

~ ・ ・ 

28,806 I 12,230 : n、578I 72.5 I 67.2 I 5.4 I 7.8 I 5.0 
25,334 I 11,295 i 6,459 I fi5.8 I 59.1 I 6.G I 8.5 

I 
i 5.8 

8,547 2,959 1.91 3 24. 7 22. 4 2. 3 6. 6, 4. 8 

27,648 I 9,928 I li,fi58 ! fi:l.4 I 61.7 I 1.8 I 8.9 I 5.1 
5,774 I 1.317 I 1,024 i 15.5 I 15.2 I 0.3 I 5.6 I 2.5 

".. ...、~ ~ーーニ"””"----~ ― ―→ 9 --------“~~- -~ 
（出所） Census of the Philippine Islands: Taken under the Direction of the Philippine Commission in 

the Year 1903, ¥Vasihngton, U. S. Bureau of the Census, 1905, Vol. 4, pp. 528ー 531より作成。

（注） 1)第1表の（注） 1）をみょ。 2)小l、|別総計に基づき算出。 3)具体的内容は不明。 4)農・エを含む。

めたものである。

同表によれば，固定設備1[3万4000ヘソのうち製

糖設備カミ40%，次いで建物費と家畜費が各々20%

を占めている。とくに製糖設備の70％以上が蒸気

動力圧搾機の購入に当てられぼ9)，設備に占める

圧搾機の比重はきわめて大きい。これに対し運転

責合で中総額1万6000ヘゾのうもの60％が貨金で

ある。前述のように西ネグロスい粘業労働者1人

喝り平均賃金（年間生産額100(｝ぺ‘、1以 I:の廿礁農場）

がパンパンガのそれの5分の3であったことを，

この迎転貸金に占める賃金の比車の大きさに照ら

してみると，西ネグロスの低賃金は同朴lの賃労働

制に基づくアシェンダ経営を支える一要因として

把握されよう。

さらに貨金の内訳をみると（第8人），管到1層が

全体の23%，直接生産者が77％を占めている。管

47 
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第7表 150ヘク応ール規模の甘庶アシエング（作付面積

100ヘクタール）における年間生産コスト試算
．．・・ー ・・・ r、 -・ .. .. ・・-・・・・ヽ←、．．． ．．．．．．・・・--- •• 、

年間砂粧生産量:179_5トン（「上質椋混合」）

（単位：ペソ）

囚定設i州の減価債却費
製砿設備
製糖所
倉
管理人，監條畠但宅
労働者用住宅40戸
家畜50頭R135ペソ
運保軌消
農只
荷車20台⑧ペソ

総 額

OOOOOOOO0050OOOOOO 

9
0
5
0
6
7
5
8
0
 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

3
2
1
2
1
6
3
1
1
 

ー

附転貨金
賃金（管理層を含む）‘：9
運送費（イロイロ港まで）
原材料費
管理胄の生活費（月頷8(）ペソ）

3,405 

34,050 
X lOo/o I) 

15,7fi2 
9,844 
3, 180 
1,778 
96(） 

- --- ~ • ~ ~~ー一、

19, 167 3) 

（出所） Walker, H, S., The Sugar Industry in 

the Island of Negros, Manila, Bureau of Print• 

ing, 1910, pp. 88--89, 113 -114, 12:=l, 125, 1氾

より作成。

（注） 1)ウォーカーによる減価償却率。

2)府接生産者の賃金総額は各｛刊農部門別に 1ピ

クル当りで計上されたものを某礎に算出。な

ぉ，前払金として3000ペ‘)が準備された。

3) 1909年11月1日から 5カ月間の平均市場価格

ほ「上質糖混合」の場合， 1ヒ°クル当り7125ペ

ソであり， 379.5トンの販売総額は4万切50ペソ

どたる（ただL, ごかはぺ fン・オルドリッチ

関税法制定後）。

理層の賃金は直接生産者のそれに比べて高額であ

るが，とくに管理人が高給所得者である。このほ

か管理屁には生活費が支糸合されたが， とくに管理

人には収穫期に純益の数パーセントのボーナスが

与•えられた（注10\。他方直接生産者の貨金ぱ， 廿匹

栽培・製糖工程の労働者の場合，日払いで 1日当

i) 0.4ペソ，また刈取り・運搬の場合は出来高払

いであったが，その平均額は日払い賃金に匹敵し

た注11）。なお労働者は着通，賃金の他に米の配給

(ration)を受けていたいl]）。したがって当該アシ

エンダでは，甘熊栽培に約40人，刈取り・運搬に

約60人，製糖に65人の労勧者を必要としたと推計

48 

第8表貨金（年額）試算内容 （単位：ぺ‘J)
• - -.．  

管理層の月給 2,280 
管理人 1人（月額100ペソ） 1,200 
監督（スペイン人） 1人（月額50ベソ） 600 
親方（フィリピン人） 2人（月額20ペソ） 480 

直接生産者の日給・出来高給
甘煎栽培 IJ （日給）
刈取り・運搬（出来高給）
製糖（日給）

総額

7,564 
:l,580 
1,920 
2,064 

9,844 

（出所） Walker, H. S., The Sugar Industry of 

the Island of Negros, Manila, Bureau of Print-

ing, 1910, pp. 88ー89,113ー114,123, 125より

什成。

（注） 1)作付面積100ヘクタールのうち，半分が新

柏，残り半分が株廿1。

される（注13)。

最後に土地についてふれると，開拓当初ネグロ

ス島の地価は 1ヘクタール当り 5~10ペソといわ

れたかぼ14)，刈該アシェンダの地価は 1ヘクター

ル当り 100ペソ（注15)であり，糖業発展下での地価

高騰がうかがわれる。なお当該アシェンダでは，

土地や固定設備の購入に 5万ベソを要し，その資

金返済に10年間を当てている国16)。当時の主たる

融資機関は欧米系商会であったので，こうしたア

シエンダ経営は商会の融資を前提として成立した

のである。つざに上述の生産コスト・賃金試笥を

ひとつの手がかりとして経営組織を考察し，階級

関係把握の一助とし上う。

3. 甘荒アシェンダの経営組織

第 3図はウォーカーの調在報告を基礎に，前掲

エチャウスの『覚書』とフォアマンの著書を補助

材料としてアシェンダの経営組織を図式化したも

のである（注17）。当該アシェンダには約40人の居住

労働者がおり， 5~10月の農閑期と11月～翌年4

月の収穫期＝製糖期を通じて，彼らは親方や監督

の下で甘庶栽培・製糖作業に従事する。ただし，

収穫期＝製糖期は11月がら翌年4月までのうちの
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第 3図

19世紀後半におけるフィリピソ糖業の発展

甘熊アシェンダの経営組織

1アセンデニロ-(hacendero)

I 
I 

·-·•····· ， I管理人 |(encargado)
1監督 |(dependiente)

|---
I親 方 (cabo) !親 1 方II請負人I(contratista) 

I 
I職人 (maestro)

I I -l-
I募働畠 (dumaan)/募働畠 11農篇名 (sacada)

約3カ月で，この間には80~100人の季節労働者が

必要とされたが，その大半は出稼ぎ労働者であっ

た。彼らは請負人やアセンデーロの代理人に率い

られてアシェンダに集まり，主として刈取り・運

搬作業に従事したのである（作業工程については若

千後述）。以下，各構成員について摘単に述べてい

(1) アシェンダ所有者＝経営者 (hacendero)

ウォーカーによれば，アセンデーロのほとんど

はスペイン人，スベイン系メステイーソもしくは

フィリヒ°ン人（ビサヤ諸島民）であったが，数人

のスイス人， 1, 2のアメリカ人，そして中国系

メスティーソが時折見かけられた（注18)。彼らの大

半はアシェンダ邸宅 (casa—hacienda) に居住し，

自ら経営業務に従事した。彼らは平均100~200ヘ

クタールの土地を所有し，このうち廿煎作に50~

100ヘクタールを当て，その他を住宅，製糖所，

倉庫，家畜小屋の敷地にしたり，米等の作付地に

利用した。アセンデーロは主として欧米系商会か

ら融資を受け，経営資金，機械購入資金を調達し

たが，地元商人＝高利貸に依存する者も多かった

（注19)

゜
F・バローナ (FranciscoVarona)『ネグロス島の

歴史と人々』 (1938年）によれば，有力なアセンデ

ーロの中には商人＝高利貸を兼ねる者がおり，彼

らは砂糖をアセンデーロから買い付け，それを商

会に売却する仲買業を営んだ。資金不足に陥った

アセンデーロは彼らから前借りしたが，返済不能

となる者が多く，その結果19世紀末までに数十の

アジエングを所有する商人＝高利貸が出現した。

このように幾つものアシェンダを経営する有力な

アセンデーロが現われる一方，資金難に陥り借地

経営者に転化した者が少なからず存在したのであ

る（注20)。

(2) 管理層

(a) 管理人 (encargado)

管理人はアシェンダに恒常的に居住し，甘熊栽

培から製糖にいたる一切の作業を監督した。もっ

とも管理人の下には，彼の補佐を務める監督や労

働者頭である親方が配属されたので，管理人は実

質上彼らに甘熊栽培，刈取り，運搬，製糖作業の

指揮を託すことになった。管理人の仕事の具体例

としては，毎朝の作業開始時に自ら親方を従えて

労働者の点呼を行なうほか（注21)，時折アシェンダ

の必要用具をイロイロ港まで調達に出かけること

（注22)等があげられる。
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管理人となった者のなかにはスベイン人やメス

ティーソが多く存在したと推測され直23)，実際ア

セシデーロの親類が経営管理に携った例もある

（注24)。管理人の給料は監督や親方に比べてかなり

高額で，そり上彼らはホーナスを取得したQ また

エチャウスによれば，管理人はアシェンダの中で

日用品，酒タバコ等を労働者に販売し，その所

布を増加させたという (ilり）。こり）賎味で，管珂人

は管理層の中でもとくに親方とは異なる階層に位

償していたしりである。

(b) 監督 (dependiente)

管理人に次ぐ高所得者である監督の役割は，

グナーカの報告からはいっこうに明らかどなら

ない。ただしフォアマンによれば，機械技師（製

糖所監督）り賃盈は親方(})それの 5｛音であること

（注26)，また農業部門の管理層としてはフィリピン

人の方が適切であることから，プ、ヘイン人監付は

箱理人の補佐を務め，製糖所の運苗を担当したと

考えられる。

当n材製糖所り操業期間は 1農業年：、こ約3}]月，

1日14時間であった⑲27)。同部門では製糖所周囲

り空地でバカスを乾燥ずる労働者2(）人を含めて，

65人の労働者（うち職人2人）が働いた。製糖工程

は廿蕪から搾出した糖汁を 5~6個の煮沸鍋に移

しば怪ら凝縮し、 1個100~300ヤログラムの砂糖

塊を製造するものである。これは若干の熟練を要

する作業なし＇）ー（，主として居住労偵力者がこれに当

り，出稼ぎ労働者は補助作業を行なった国28)＇，した

が9，て監督は製糖作業が円滑に進行するよう，職

人・労働者い］貝点に立ー）ご各部門り作業工程を調

整し，また製糖期が終わると設備の点検に当った

のであろう彼：まスヘイン人であること，また作

業が季節的なことから，監督・労働者間の結びつ

ぎは作業上り上下関係に終止したと考えいしん。

ぅ0

(c) 親方 (cabo)

これに対しフィリピン人親方は，その労働者と

(l）結び/)きにおいてスペイン人監督とは質的に異

なる役割を担っていた。エチャウスは，規模の小

心いアシェンダの親方について若千ふれている。

それによると，親方はアセンデーロと労働者と

の間に入って賃金•前払金支払いの際に仲介の労

をとったり，労働者が病気なとで働けない場合は

食糧 (comida)などを与えて労働者を保護した。

このように親方且労働者に対し温情的な態度で接

するが，時には支配的な態度も示したのである。

たとえばアセンデーロから受取る労働者用の食

福をヒ゜ンハネしたり，労働者が不当な賃金要求を

したと見られる場合は彼らに体罰すら加えた。ま

に労働力不足を解消するために，親方は休日に市

場で労働者の引抜きをしたのである位29)。

これは管理人のいない規模の小さなアンエング

J)親方こ）いて記述したもいて，規模0)大きいア

シェンダにそのまま通用するとは思えない。しか

し，親）；は単なる作業上の指揮者でなく，日常生

活を通して労働者と密接に結びついた存在である

ことは確認できる。親方はアセンデーロ・管理）•‘

と労働者間の媒介者てあり，ア／エンタの経営組

織の中できわめて重要な位置にあったのである。

(3) 直接生産者

(a) 居住労働者 (dumaan)

当該アンエンダの居住労働者数は4(）人で，彼ら

全員に 1家族単位で住居が与えられた。賃金は日

払いで 1H当り 0.4ペソであったが，将通，米が

出給されたほか，収穫・製柄期には貨金か割増し

された。彼らは甘蕪栽培と製糖作業に携わった

応， 1裳業年を通して定期的に収入を得ることは

できないのである。

廿礁栽培作業（注30)についてみると， 1l月から翌
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年4月までの収穫・製糖作業と同時に池ならしと

伯付が居住労働者によって行なわれる。そしてこ

の間に，婦人や子供が種苗 (punta)の準備に当た

る (1皮ならの賃金は出来高払い）。ところが 5~6月

J)中耕・除草期を過ぎると， 7 ~11月までほとん

ど農作業は不必要となるので，居住労働者家族の

貨金収入は断たれるのである。

こU)不規則な雇用状態においてある程度生活を

安定させるために，彼らはアセンデーロと小作契

約を結び，農閑期を利用してわずかな士地で米を

乍産した（注Ilj こ心結果アセン’` 戸ーロ；ま／卜作料と

して米を取得し，労働者用の配給に当てたのであ

ろう。かくてアシェンダの居住労働者は，自給用

食糧（）一部と自己生産しながら廿燕栽培に従事す

る労働者だっ Itのである e,

(b) 出稼ぎ労働者 (sacada)

収穫期＝製糖期：こは居住労働者数の 2倍にも及

ぶ出稼ぎ労働者が集ま-'たが，彼ら J)仕事は主と

して甘蕪の刈取り・運搬であり，その貨金は出来

ぶi払しであン、lt：。経営首理の行ざ届いたア／エン

↓fでiよ簡便な貨車軌道か戊置さ几て 1，'たかレ←一

ルの距離は短く，貨車は畜力もしくは人力をその

動力としたt,；2）。さらに鉄製軌道が得られない所

ては，荷車か使用されたのである（注い。こうして

出稼ぎ労働者は，出来高払い制の下で刈取り・運

搬の重労働に就くことになった。

彼ら U)ほとんとは隣島のパナイやセプからの出

稼ぎであったが，貨金を前借りするとそのまま逃

散する例が多かった（注34)。また出稼き労働者の確

保に‘[ifこった清負）＼も， rセン t-[1から労働者

に支払うべき洵払金を受取った後，契約を破棄す

る例が頻繁にみられた（注35)。この労働者の逃散，

請負）｀の契的破棄を防止する唯一の手段は，請負

人が収穫，積込み，運搬などの一切の作業を請負

19世紀後半におけるソィリピン糖業の発展

った上で出稼ぎ労働者の作業を監督する方式ー一

ギャング制 (gangsystem)――'、日36)(}）導入であっ

た。だが， 20世紀初頭においてこの方式が成立し

た例を見出すことはできないのである。

(i l :． l) （` :onstantino, of>. cit., pp. 272ー 274.

(it 2) Walker, H. S., The Sugar Industry in 
枷 1、landr，jNegros, Manila, Bureau of Printing, 
1910. 

(ii':l) /bid., pp. 7-8 

（注4) Ibid., pp. 14-15. 

(ii: !1) Ibid., pp, 22-23. 

（沖 6) Ibid., p 18. 

Ci.I: 7) Cmsus; 1903, Vol. 4, pp. 氾8—53] ．

(i]: 8) Walker, op. cit., pp 123-125. 

(rel: 9) Ibid., p. 125. 

（粋10) Ibid. 

Ci-1:11) Ibid., p. 92. 

(i i・12) !hid., p 20. 

(it13) J ォアマノによれは，農場面積170ha,作付

面稽8Sha, 'I間砂粕'l:.呼鼠約570tのア／エ／クかの所＇
用労l前者敷(|付訳）ば，管押人 1人，親方4人，居住
労樹れ4(）人， 予節，＇：慟者 100人，機械枝叩・ i9,1Ijj支師各

］人であ， t:。Foreman,op. cit., pp. 315-316. 

(it 14) "Loney lo Farren, 1R61," MacMicking, 

up. cit., pp. 250-251. 

（注15) Walker, up. cit., p. 125. 

（注16) Ibid. 

（注17) む住・芽節労i動者り））凩語に、）し、ては， 1976

年4月91 1車京に一，筆打がバウゾンで：こイ/'・；ビュ

ーしたも J)。また品負人C')原語には，ウォーカーによる

“lalmr•COn1ractor'’ ，こ基）き現 1い）呼 fりを付仕した。

（注18) Walker, op. cit., p. 19. 

(il'19) 以上の心，!1;a,Romero, op.,・it., pp,36 

38, 布！こ某ヽ）、。

(iUO) Varona, F., Negro.、 •Histnria Anecdn-

t1(（l (lr ．ヽ11 Riqueza y de.ms hombres, ・Manila, 

General Printing Press, 1:l38.こたし喰．者か参照 1,

t~.lJ I・:, Raul L. Locsinによる英訳 “Negros:Its 
History and People;・ lVestern Visaya Chronicle 

(Jan.-Sept. 1965)であそつ同注！9-関す・；＇参照笠所は

Chap. 5-6, l➔--11. 

(il:21) Echauz, op. cit., pp. 56—57. 
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（注22) Foreman, op. cit., p. 316. 

（注2:3) Echauz, op. cit., p. 4:3. 

（注24) Varona, op. cit., Chap. 6. 

（注25) Echauz, op. cit., p. 43. 

（注26) Foreman, op. cit., p. 316. 

（注27) 以下の品述はWalker,op. cit., pp. 92-113 

に苺づ：。なお割糖工程：こおけるt幾械化，瓜具の改良

は著しく遅れてし、たことから，刈該製粧所（蒸気動力

圧搾機設備） ；iマニュ｀ファクチュア段階・;'）工湯どしご

位『｝うけられ＿tう。、―(乃見解に 9バ，ては，滴！II 前掲

論文 30ベー／＇を参肥。

（注28) 飢掲， インタピュー。

（注．29) Echauz, op. cit., pp. 161-163. 

（注30) Walker, op. cit., pp. 82---90こ託しし ‘o

（注:11) 前掲， インタピュー。なお1930年代：こむけ

る廿団農喝居仕方1動者の調在によれげ，ネグロス l,'ぃふ
労＇慟名 120家攻？，：，ち83家杭がアノニーンダ内い().25~

1 ヘククー／し］）土地て米を生産し，収穫物~:そ，•7) 月，布

者ど折半した。たたし，労働者家放の所得（仝国平均）

は大部分員金収入てあった。 Runes,I. T、,General

Standards c}fLi'l'ing and Wages o.f Workers in 

the Philippine Suf(ar Industry, :¥Ianila, Institute 

of Pacific Relations, Philippine Council, 1939, pp. 

16, 30 

（廿ぶ32) Walker, op. cit., pp. 90-92. 

（中33) Ibid., p. 125 

（注34) Ibid., p. 20. 

（注3.5) Ibid. 

（汗36) 贔橋彰「フィ）ピンの砂棚地料 ネグロ 7、

島謁ff.．I - l から一—--」（『地 J甲』棺 5 在弟10号 1960 

年10月） 52-53ペ―/。

むすびにかえて

本稿では，マニラ開港を契機に資本主義世界の

従属的漿業国として再編成されたフィリピンの糖

業発展を若察し，とくにイロイロ港開港後砂糖地

帯か形成されたネグロス島の廿庶アシェンダ経営

に着目した。その際，製糖設備の大型化の視点か

ら，仮説として1860年代～70年代を刈分小作制か

ら賃労働制への移行期， 1880年代～90年代を貨労

働者雁用に珪づく資本主義的経営の成立期と設定

52 

した。そこで賃労働制が最も進んだと思われる蒸

気動力圧搾機設備のアシェンダを中心に，その経

営形態の把握を試みたのである。だが，残された

問題は多い。

たとえばエチャウスは1894年のその著壽で甘庶

作小作殷（アクサ）に言及し，その存在がかなり

一般的であるような描写をしている。それによる

と， J卜作農はアシェンダ内に居住し，地主 (pro・

pietario)から多額の前借金を得て甘庶を栽培する。

そして収稜期に地主の製糖設備を用いて砂糖を生

産し，負債を収穫物で返済する。また小作農は地

主を扶助するために廿庶の切断や運搬を行ない，

「アシェンダの不可欠な要素」となったという

（注 I)

したがって畜力や手動の小型圧搾機設備のアシ

ェンダでは，小作農がかなり広範に存在したと思

われる。蒸気動力圧搾機の消入によって賃労働者

雁用を基調とするアシェンダが成立する一方，貨

労働者を雁用しつつもなお地主・小作関係を基盤

に置くアシェングが相当数残存したと推測され

る。

またバウソンによれば， 19世紀後半におけるネ

グロス島のアシェンダの所有規模は 100~1000ヘ

クタールで，まれには5000ヘクタールにも及ん

だ。数百ヘクタールを越えるアシェンダでは，所

有地の一部をインキリーノに貨貸した。この場合

には中部ルソンと同様インキリーノが刈分小作と

契約を結び，砂糖生産を行なったのである（注2)。

事実，エチャウスは十分な収穫が得られないア

シェンダでのみ借地契約がみられたと述べてい

る。借地契約の場合，地代は貨幣もしくは現物で

支払われたが，後者の場合は収穫物（砂糖）の 5

分の 1から 3分の 1が地代とされた。その上契約

内容の中には地主に有利な条件が組み入れられ，



1976100055.TIF

砂糖の引渡し場所が最寄りの町や桟橋，もしくは

イロイロ港に設定されたり，建物の修終，家畜・農

具の更新が借地経営者に託されたのである（注3)。

これは，ネグロス島におけるインキリナート制，

もしくはその変容形態と考えられよう。

こうしたアシェンダにおけるインキリナート制

や地主・ I卜作関係の存在は，今後の研究と史資料

の発掘によって十分考察されねばならない。その

ことによって，筆者が資本主義的経営と規定した

甘蕪アシェンダ経営の特質をより具体的に把握で

きるばかりか，資本主義的発展の萌芽が見られた

1880年代～90年代を， 19世紀後半と20世紀のフィ

リピン糖業の結節点として位置づけることができ

るからである。筆者は今後，アメリカ植民地時代

—ーアジア経済研究所刊行

・小林文男著

中国現代史の屈辺

アジアを見る眼50／新書判／190頁／500円

長井信一訳

東南アジアと国際政治

一 70年代の力の均衡ー一

アジアを見る眼51／新凸判／230頁／500円

19世紀後半におけるフィリピソ糖業の発展

のフィリヒ゜ン糖業を考察する過程で，アシェンダ

経営の変容形態を追求しようと考える。そして糖

業を基軸に，先進国アメリカの植民地となったフ

ィリビンの経済発展により大きな照明を当てるこ

とにしたい。

（注1) Echauz, op. cit., pp. 44-45. 

（注2) 前掲，インクビュー。

（注3) Echauz, op. cit., pp. 43ー44.

〔付記） 本稿で用いたブセータ，プラボの著滋につ

いては東京大学荒松雄教授所蔵の甚物を愛知大学池

端雪浦助教授を介して借覧し，その他若千の史資料入

手にあたりフィリピン大学留学生津田守氏の協力を得

た。

（一橋大学大学院）

中国現代史の総体的把握ー一それは共産党史を主軸とし

ながら，伝統と共同体の問題，国民党の役割，台湾にお

ける人民革命の動態をも同時に正しく位樅づけることで

ある。本書はそうした立場から，現代中国への新しい視

角を提起したユニークな論説集である。

本由は，米中ソ日印5大国における東南アジア政策の展

開を第2次大戦以降， 74年春まで叙述している。ポスト

・インドシナの東南アジア政治を展望するために必要な

パースペクテイヴを与える恰好の書である。

アジア経済出版会発売
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